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子どものころから本を読むことが大好

きだった松木さんだが、一時期、目の

病気に掛かり失明を覚悟したこともあっ

た。「大好きな本が読めなくなるつら

さを想像し、目が治ったら朗読のボラ

ンティアをしよう」と、その時に決意

した。

幸い松木さんは失

明を免れた。そし

て、病気の時に決

意したボランティ

ア活動を実行に移

すべく、早速、朗

読研修会へ参加。

92（平成４）年から

朗読奉仕員として

活動を開始した。

視覚障害者センターでの小説の音訳や、

広報などの音訳、コンサート会場での

朗読など、幅広く活動した。

松木さんがおはなし会ピッコロロに出

会ったのは今から20年前。

同会は元小学校教諭の船原道

さんが中心になって始めた。

当時、旧石部町に図書館はな

く、自転車に本を

積んで集会所を回っ

て絵本を読み聞か

せていた。

当時からのメンバー

である松谷伸子さ

んは「坂の多い石部

の町を自転車で

回るのは大変で

した」と昔を振り

返る。

やがて90（平成２）

年、石部図書館が

開館したことに伴

い、毎月１回おは

なし会を開くよう

になった。

こんな経緯の中、

松木さんはピッコ

ロロの活動に感銘

を受け、メンバー

に加わることになった。

「淡々と読む朗読と違い、子どもたち

に語りかけるわけですから、最初は戸

惑いました」と言うが、子どもたちの

喜ぶ顔を見て、強くやりがいを感じ始

めるようになった。

ところが、それまで約30年も活動を

続けてきた代表の船原さんが06（平成

18）年、病気のため急逝。ピッコロロ

は危機に立たされた。

「それまで先生に頼ってばかりいまし

たので、訃報を聞いたときは途方に暮

れました。同時にピッコロロをここで

終わらせるわけにはいかないと思いま

した」。

自らが代表になって会を引き継ぐこと

になり、創立者の意思でもあった平和

の尊さを訴え続けていくことになった。

07（平成19）年、

ピッコロロは長年

の活動が認めら

れ、「滋賀県社会

福祉協議会会長

賞」を受賞し、松

木さん個人も、翌

08（平成20）年、同

賞を受賞した。

おはなし会ピッコ

ロロの魅力について松木さんは、「耳

だけで情報をキャッチしますから、想

像力と集中力が養えます」と話す。

小さい子どもは、お話だけでは集中で

きないので、人形劇や折り紙を交える

ような工夫もしている。

テレビなどの影響もあり、おはなし会

への参加者は決して増える傾向にある

とは言えないようだが、これからもこ

の活動に頑張っていただきたいと強く

願い、インタビューを終えた。

（取材・福本）
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